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京都大学原子炉実験所には臨界実験装置という装鐙
があります。簡を慣れない名前で、どのような裟潰かわ
かり難いかと患いますが、B的lζ応じて原子炉の形や材
料などを変更して運転を行うことができる、出力が非常
に低い原子炉のことです。正式には京都大学臨界実験
装置という名前で、英語の略称でKUCAと呼んでいます。
京都大学原子炉実験所には出力SOOOkWの研究用原子
炉（KUR）がありますが、このKUCAは最大出力がIOOWと
低くKURの5万分の1しかありません.KUCAは全国の大
学や研究機関の研究者が利用することができる共同利
用研究施設として1974年に運転が開始され、園内の大
学が有する唯一の臨界実験装径として、これまでに原子
炉の基礎研究、新しし、タイプの原子炉の開発、放射線検
出器の開発などの研究目的のために広く利用されてき
ました。またKUCAでは全国12大学の原子力を専攻して
いる学生や大学院笠に対して、原子炉や放射線に関す
る実験教育を行ってきており、ζれまでに3500名以上が
受講し、国内外の原子力分野での人材育成に大きく貫
献してきました。
ご存じかと患いますが、2011年の東電福島第一原子

力発電所の事故の以降に原子力規制宇が発足し、2013
年7月lこ原子力発電所に対する新しい規則が策定され
ました。とれを新規制基準と呼んでおり、との規則に適
合している乙とが確認されるまでは原子力発電所は運
転できないことになっております。これまでに九州電力
の原子力発電所など数基の発電所しかとの新規制基準
に合格していません。一方、2013年12月に研究用原子炉
に対しても原子力発電所とほぼ同線な新規制基準が策
定され、その規則lζ適合しているζとが原子力規制庁に
より認められないと、研究用原子炉も運転ができなくな
ってしまいました。との新しい規制では、事故の防止策
の強化、地震・津波・竜巻・火災などの災害に対する対処
方法の強化などが盛り込まれ、原子炉の全ての設備を
安全性の観点で最初から見直すことが求められました。
KUCAは最大出力がIOOWと篭球1個程度の熱しか出

ないため、原子炉を冷やすための設備は付いておら哲三

仮に停電になったとしても原子炉は自動的に停止し、そ
の後は電気が無くても全く問題が起きないような高い
安全性を有しています。しかしながら原子炉であること
には違いあリませんので、20141:lc3月re:運転を停止した
後は新規制基準に適合しているかどうかの審査を受
け、全ての審査に合格するまでは運転できなくなってし
まいました。そのため、2014年9月にKURと同時に新規
制基準に適合していることを示すための沓類（設置承
認申請需）を原子力規制庁に提出し、その後、原子力規
制庁との70回以よの説明会合においてKUCAの安全性
に対する説明、さらに安全性を向上させるための装置
の追加設置の計画などの説明を行い、ようやく2016年5
月に設鐙象認申誇警が新規制基準を満足していること
が認められました。研究用原子炉では初めての合格で、
KUCAと同様に出力が低い近畿大学原子炉と同時に原
子力規制庁よリ合格証が交付されました。現在は早期
の逮転再開を目指して、原子力規制庁に説明した幾つ
かの追加工事移行うための手続きなどを行っておりま
す。
KUCAの運転停止により、予定していた研究活動を行

うととができなかった各大学の方々には大変ご迷惑を
お掛けしてしまいました。さらに原子力を専攻したにも
関わらずL数多くの学生が家物の原子炉実験を体験する
ととなく卒業せざるをえなかったことは非常に残念に患
っておリます。この場を借りて深くお詫ひ致します。
KUCAの運転湾開後はよリ一層の安全性を確保する

ための運転や維持管理に努めるとともに、研究活動お
よび学生実験教育を積極的に進めていきたいと考えて
おりますので、今後とも関係各位の皆様からの温かいご
支援を賜りますようお願い致しまれ



写真1:KUCAの毘停減速炉心 写真2:KUCAの軽水減速炉心
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－－－－－－－－－－． ：一般公開・桜公開の報告および学術公開のお知らせ

： 平成28年4月2E3出 ζ毎年恒例の一般公開を実施
しました。昨年を超える893名の方々 にお越しいただき． ました。研究用原子炉とホットラボラトリ、FFAG加速・器、廃棄物処理綴の施設見学を行いました。図番線会・議室では、福島第一原子力発電所の事故による広範ll.tl． の放射能汚染に対し放射線マッピングを効率的・継続． 的にできる当実験所で開発された、GPS連動~放射線． 自動計測システムKURAMAの紹介を行いました。事務． 4索会議室では、銭箱実験等の実験教室を隠骨量し、多く
の家族連れの方々 にご参加し、ただきました。また、原． 子燃料工業株式会社における核燃料の製造工程や製 ー般公開受付の織子・造施設の安全性についての紹介が、同会社の熊取営業・所の方々 によって行われました。翌4月3日（日）には桜・公闘を筒催し、659名の方々 に来所いただきました。． 今後ともこのような機会を通じて、地域住民の方々． をはじめとした多くの方々 に、原子力とそれを支える基． 礎的な科学への理解の湯を提供して、当実絵所におけ
る研究・教育活動についてと理解とご協力が得られる． ように努力いたしま"t.・4月の一般公開を含めて、毎月｜包学術公開を行って・いま丸詳細については実験所HPをご覧くださし、

• (httpJ/www.rri榊 to-u.ac.Jp/pr/evenしintro/e_scl_open) 輔教室の肝
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ト世界の実効相倍率問題への挑戦

原子力基礎工学研究部門研究炉安全管理工学研究分野
山本俊弘；住教綬

当原子炉実験所のはJRやKUCAといった原ヱ炉

では、絞分裂の逮鎖反応が中性？を介在して持
続する”臨界”の状態で運転されています．一方で、

核分裂が制御されていない原子炉以外の場所
で、舷燃料掬質が予期せず一定債以よ集まれは、

平成1 1年に~＃重県東海村で2《の方が亡くなった・臨界事故·c·呼ば
れる大きな災§を引き起こしてしまいま君、いずれにせよ、綴燃料物
質の”菌界’の状態を正縫1.：解析する必~かあリ、そのための計算予

洛の開発を行ってきました剣
この予震では、中性子がどこで沢山反応を起こしているのかを反

復計鍔によって求めます。KURのように絞燃料が一億pftζ集まって
いる小さな寸法の原子炉は、解析が比較的簡単な語源です． 万

て、KUCAのような炉心の組み燃えが容易な原子炉で、意図的に核燃
斜物質を分倣させると、反復計算がうまくいかないことがあリます。
ζれは、分散した扱燃ヰ毒物質問の中佳子の行き来があまりなく、互い

に音信不透に怠ってしまうb、らです。ごの問mは、“t世界の実効泡f音
$“簡題と呼ばれていま1九これは、もし仮l亡、官界中Ii：分散している

原干炉や綴燃料物質を全てひっくるめて世界全体の’実効I曽倍率“

I BNσの治療効果向上をめざした叙射線影響研究

原子カ基礎工学研究部門飯射線安全管理工学研究分野
木梨友子；世教綬

本ウ泉中性チ議淀ffii'ま（BNCDで用いゐ口怯-f
照射による細胞及び笠休影轡』ζ隠喧る研究~進
めていま-r.

BNCT患者の来斜印リンパ球の小核形成観察か
らの生物学的線量訴舗の2まみに関する研究では、

放射線治療後1.：家機血リンパ僚に出喫するリンパ政の小級数から
BNCT治療3舎に受けた生物学的線量を物1車学的線撮と比較するζと
で、生均学的線量IC個人差が認められるかどうかを綾討しています（図

1 ).BNCTては~M線鼠

は照射野IC:含まれる正常 田 酉 r.r=-

組織のU'I用機底をよ限と 勺 ~ 
して決定されていますが、
正常組繊の感受性1.：：は健 司

人法があリー後でないた -i 窃
め、患者の放射線感受性 I 0. 
の互によって耐用銀貨を - ... 協
変化させることて錨有の ~ 01 ・彫ク
定伊ij（：＇とに綴鐙~合わせ ・~ ・彫~ ・~.
る司ーダーメイド治療の ’~ふ き~ ~
実旅が可自主になリll:司ι 削 同

BNCTで 用 い る 中 性 子 一 一 一 一図l.8NCT息苦（左2件）と甲状腺がん1-131治療患
照射による突然変災誘発宥｛右）の比獄。8NCTを受けた箆患者の来線血リ
1.：：対するラジカルスカベンパ獄の小怯(MN:Micto Nudeu，）の出現地全復

相lで増加した．その嶋佃教の平均値IH7GB向
ンジャーの妨遜効果の研（IOOmC悦与崎の叩川治臓の甲状館がん者
究でl;t、ラジ力ルスカペン者の小4主i由加敏の平均価め半分以下Tあった．

J 

（臨界になりやすさの街棟｝を知ろうとしても、互いに組立しているた
めに、それか非常に図鯵（というよりも不吋骨量｝であるというとと品、

ら、収束性の図鑑は間短径比税約九表現したものですω

そごて、古くからbi立されていた反復方滋を抜本的に改善し収束

性をE俗廷かつ簡便に向上させることのできる手：去の開発に取り組み
ました。図1は、その計算伊lを示しています“核燃料1”と’核燃料Yの
閥は、40cm骨量れておリ、さらに10cmのポリエチレン1；：よって巾佐子

の行き来が妨げられていま1九図の縦事由は”核燃料1”の中性子の*1J
合を示していますが、本来I立80%くらいになるところ、ζnまでの方

法で計算すると、反復を数

百回総リ返してもまだ迷
100 

走しています。とれを”新手 ＠ 

滋“で計算すると、わずか im 
10回喜重度の反復で収束し ;i:_ 
ていること力、分かリま1九 聖司

手前味噌ながら、ζの方 E唱

法は好訴を隠し、臨界を

計鈍するいくつかのコン
ビューターブUグラムに

オプションとして沼み込ま

れ実用化されていE同〉

’∞ 200 3ll en 盟由
反賓館叡

li'!ill：砺手注ど従来法の反復自訟の比級

ジャーの中性子誘発突然変異九対する防護効果を明うかl、しました．

中性子照射によるONA三重鎖切断（dsbs:doublestrand breaks）と~
君主変異の関連伎の研究では、免需主染F司法lζよってDNA,dsbsを直Jt観
察して中性了が引きおこすDNA-dsbsを多面的視点から解析しました

｛図2）.中総子の5=体影響納究では中位チの部分照射時に非照射都
線認である勝般に起きるアプスコI《／レ幼泉を世界で初めて焚表しま

した．アプスコパル効製は近年放射線治療分野で注目されており、
BNCTrがん免疫絃活効~の栂乗効果が員約書ぎれるためBNCT治癒効
果向上につながリま喧〉

とれらの研究業績が認められ努57回日本放射線影響学会において
岩崎良子貨を受賞しています．これからもBNCTの治療効果向上をめ
ざした敏射線影響研究を続けて行きたいと患います，
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図2::1<ウ集中性子繍fl反応（BNCR）とガンマ線開測によるPl）師phoryla1edH2AX 
rocusl置の推移.BNCRIζよリ披出古れるα線およびリチウム線によるONA綴織を
CHO組織｛左｝および、その突然変異紘でKu80欠鍋細ねであるxr,S（右）；を用いτ
評缶しガンマ線照射時のDNA婦婦と比駁した．自NCRlrおいてはONA二酸鎖切断
修復伺迎夕ンパウ賀署鳴成するKu80欠鍋細胞の削sSi正中性子照射21'1間後にお
いτONA二泊鎖切断修復の遅延が総め告れ、ONAm怖が持続していた．



｜放射線絡訟からの放射問献いの初期過程の研究

原子力基礎工学研究部門局位体製造管理工学研究分野

沖維ー准教綬
嶺近、縞馬第一原発や東海村の大型加速器施

2主であるJ-PARCで起きた飲射程E物質の環境への
漏えい事故は、規線こそ大きくaなりますが、いず

れも様々 の放射性物質｛放射性核糧｝者合む金属
｛店主射化した量到底）が念激lζ加熱されて滋菌室し、放
射性のエアロゾルやガスが発生したため飽きました。浴用品したのは、

徳島銃一原発では炉心のウラン封書料、J-PARCでは照射爽験で用い
た金E童話線でした．エア内ゾルは鐙のように気体中lζ分散した微小
な粒子の集まりですが、どれらの粒子は弱々の物質をI&リ込んで、広

い地減iζ揺i送し拡倣させる佐賀があリます．中国から飛来する
PM2.S粒子が有軍基化学物質を混んで来るのと同しように、fix射性物

質もエアロゾル綾チ1.：：取り込まれ放射性エアロゾルとなって溜はれ
ま9.沼馬第一原発の事故では、まさにこうした環境中へのエアロゾ

ルによる欽射性物質の孤散が起きたのでした。
溶融生金属からどのように飲射性妓務か放出され放炉性エアロゾ

ルが生成する由、という放出挙動の初期過砲の研究lit、放出のしやす

さや環境中の掌動の解釈にとリ有主主といえます．高エネルギーlij骨子
加i車窓P金属を照射するこζにより多積頭の放射性綴積を含む放射

化金属割料を作ることができますが、弘l止とれらの放射化Mおを用
いで、プコズマトーチや高混炉によって金属湾再生の緩獲実験を行い、

生成した放射性エアロゾルを捕銀し極有の分析を試みていま可九そ
の結果、エアロゾル粒子の生成句には、粒子に＂Na等のf呈；弗点の~

穏などがi農絡しますが、絞極によっては、濃封書居誌が包子の大きさ（往
復Hζよリ大きく買なり、元素の沸点や蒸気圧などの物理的性質だけ

平成28年3月11日から12自にかけてTI1e7th Japan-Taiwan joint 
m田 tingon neutron and X ・ray s旬 tiering(rA七回目台中性チX線
散乱研究会）が京都大学原子炉実量産所で腸催されました。ζの研究

会は主，ex線及び中性子滋iLを用いて合成高分子・ソフトマ合一・バ
イオマヲーの綱造やダイナミフスの研究を行っている図本と台湾の
卜pプレベルの研究者が集letリ、これまでに得られた研究成梁や今

後の研究交流IC:闘して議E識を行っています．第一回閏

は2006年に茨械県東海村で開催され、その後lまI正一年
I.：一回のベース，.－て－Ill問で交互に開催されており、
栄えある第七回目はこの熊取町で閑催ざれるこ」？にな

リました。研究会焔中には全体で臼本由、らは43名、台湾
から15名の研究者が参加しました。京畿大学原子炉実
験所で/Jijfll(~.れたときう事で特別講演として本実験所

の小野公二教~t.f'Boron Neutron Capture 判官rapy
(BNCT) lncludlng evPry E>lernent or I hE'内chiE>vements

in radiation oncology since the discovery of X-ray”と
言うタイトルでホウ家中性子補提織法によるがん治療

に関する研究紹介を行いました，研究会では肉閏の若
手・ベテランの研究者による世代を超えた熱い機器語、及

び情報交J艶が弱から晩号室で交わされました，実際、「の

では説明できない傷合があるととがわかリました。また、試料金属中
tr.:元々含まれてレた不純物元気の挙1/Jli'.影響を受けることも示唆さ
れています，今後ζのような緩量事実験により得られた情報を活かし

て、漏えい事紋などの詳細解明lζ役立てていけれはと考えています．

10'’100 101 
’直径 ｛μω 

写真1:/ji島幸化盆腐の／11煎m!l12：掛射出識の粒径とエアロゾル世子への軍縮｛沼温
鰻実験の梅子 した肱射化ti;品、吾輩威した草射性エアロゾルn子の側｝

研究会をきっかけとなり縫っ訟の共同研究が鉛まっており、本研究

会は今後の研究交流を続けるよでも必要不同欠とのととで継続が
決まりました。次回は二年後に台湾で閥俄されます．得1.：学生を含む

若手の研究者の方々にiよとのこ年間で研究成東を出して、次司の研
究会IC積極的に穆h目されるととを納絡しτいまホ

原平炉実験所長による純金権拶の峰子

4 



銭術室・金山線哉さんに随く。1：原子炉実験所に来られたいきさつを教えてください。
進路指導の先生。ら『学年の中で俵も器用に工作機i戒を扱ってい

る。」と開価をm幸、原子炉実耳東所からの公募の磁を個人的に伺いま

した．ちなみに、京都大学草署員として’一人員の平成笠まれ’とおflilき
しました帥
Q2：現在の議務内容について簡単に教えてください．

工作締（工場）で勤めています一実駿所では多分野の研究が行わ
れていますが、実験に必要な実鍛2皇賞や邸品の製作および修理、改
宣告など被服民力、らの聖書箆lζ応じた製品を工作機続を使って鍍作して
いまれさら比fb.射線管環区幼メ］での現潟作業やその他の鎗設での

溌場作tit.も匂っています

Q3.ストレス解消iまは？
音量fill'できないことをするのがストレス解消法なので、伊jえば刀ラ

オケIζ行ったリ、絶叫マシンIt黍リti'.行きますーUSJIζは年2闘は必ず

行昔、新しい絶叫マシンがE毒殺されると長時間並んででもま語りに行
きます．自量高5時間要望待った紀1章もあります．今後、級会があればパ

ンジージャンプやスカイダイビングにも挑戦したいですs

Q4：休日の過ごし方は？

休日は子供との時聞を大切にしていま1九天気が
良い自は子供が遊具で遊べるように近Pliの公図や 。．。．

遊ばず公圏内~ウロチョn探索しています｛実）．去年の秋頃に行った
時には、l"iiち菜b，気持ち良さそう｛お布団？）と患ったのかその場所

へ寝転んだりしていました（笑）。子供め行動は見ているだけで本当に

面白いと兎惑しました，

鶴見緑地公薗へ返れて行ったりしています．しかし、 企占務量的、牢やままさ判
出書地主眠時大阪市

マイペースで一人が好苦な性精なのか、遊具では

京都大学大学院工学研究科原子縁工学専攻
縫合原子力システム研究分野（右研究室）・
却軍国有哉さんに聞く
Ql：原子炉実験所での学生生活はいかがですか．
自分の研究テーマに加えで、t軍dをなことを怨量産できる良いE費慢で

す，例えば、去年l;tカナダからの籾守生を研究室が受け入れました，

彼は3ヶ月間程、日本Iζ来ていたのですがプライペートで関西を案
内したり、共に研究活動をするなど、まるで自分b~）母

外にいるかのような資重な級会を得ることができま

した．他Itは、コンビュ一世に関わる機会が非常に多
いです。綴々 なソフトを作ったリ、最近ではハートlζ
触れる機会も多く伝リましたι元々 、コンピユータの留

は好きであったため、ζの環境はとても良いですe

Q2・現在の研究テーマを$JIしく教えτください内

払の研突はFFAG/Jll述書量を対象とした研究です。
FF/IG加速鈴とはサイクロトロン、シンクロ卜cンのよ
うな加逮畿の種綴の』つです.J毘イ土、加速器は続々 な

分野で利用l.rれており、身近なPliではガンの放射線
沿僚なPのE悪感の分野において目覚ましい活m恭し
ていますeそのよう芯加速擦にとコて、ill妥弘泰3畏の
ーっとして、加速の安定住というものがあり宏ホム安
定牲を失った潟合、/XI途している粒子か竪などにぶ

つかってnスしてしまいま昔、私の研究では、京都大
学の150MeVFFAG加速鶴の加速の安定性をさ

らに向よさせようとしています。
03：将来目指しているzとを教えてください．

将来は海外で働きたいι思っています。その

ために、自分の専門伎やスキルを今のう51こ身
につけなければ危りません．

5 

04：出身地のご当地自慢をお筒かせください．
私は、大分県日田市出身なのですが、日目天領水といえば、ほとん

どの人ぶ聞いた磁あるくらい日田市は水が苦れい芯町ですム木分県
で言えば、温泉がとても有名です

QS：趨i隙は何ですか．
コンピュ一台、海外サッ力一、トレーニング；λノボー｛冬だけ）で1九
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熊取滞在記
lq，，.‘司品
、司.，，：：，’

放射線生命科学研究部門
放射線機能生化学研究分野（藤井研究室）・
研究員金仁求ざん

はじめまして、穆国（Republicof Korea)b、ら2010年の夏lζ来た金

仁求｛キムインクウ｝でれ稔宣で学部及び修士課程まで勉強し、1曹士
談程b、ら京都大学大学院忍学研究科に入学するために京大原了炉

実験所の怒汁紀チ研究室｛飲射線生命科学研究!lll門)Iこ所属し、研究
笠として！熊取での笠j舌を始めました。研究テーマは「紋射線照射に

よる水晶体中のクりス告リンのアミノ酸残基の変化Jです。博士の学
伶手取った後は‘現在まで原子炉実験fflで研究員として研究春行っ

ています。
熊取ではすこく良い級品設をざせてもらっています．容と秋』ζ自然風

祭が美しい犬嶋山で登山をした後、犬1鳴山温泉1.：行くとすこく気持
ちが良かったです.ll:た、和歌山の高野山と潟も近くて、ドライブを楽
しむこともできました。初めてひまわりドームに運動をしに行った時

t.：バレーボール（育系台7ーム）、Iくドミントン（原子炉7ーム／験員の
中尾さん）及びソフトホール（ホームズチーム／釜江教~）Iζ跨ってい
ただき、地媛の万に叙えていただきながら現在まで策しく活動して

おりEままるまた、熊取国際:I<涜協会においてもいろいろな日本の文化
や伝統1.:00しで経践をするζとができました．そとで知り合った方々

から新鮮な野栄なども頂昔、今に至るまで長くお付き合いをさせて
いただいており：H.娠後｛ζ、熊取で行われる楽g祭リ｛だんじりまつ
り）や盆踊りなどの峨荷な祭りを毎年楽しみにしております．

原子炉実験所の所属研究室の藤井紀子救援をはじめとした多く

の,'c::I;方や所員の皆織に心渇かくE脅していただき、私l手海外での生
活でも寂しさを~じず童書せな熊取!:I:活を送っております．熊取での
思惑を績に研究lζ専念し良い研究在進めていきたいと5まいます。日

本に来て良由、った11*取｛京穴原子炉実験所）（ζ来て良かったと思い
ま亨、

ASK WORしDレポート2

オハイオ州立大学に滞在して
粒子線騒療学研究センター粒子線経痔学研究分野・近藤夏子助教

2014年9月品、ら1年間、オハイオ州立大学がんセンター（James
Cancer Center）脳神経外線M門の中野伊知自I>先生（現アラパマ大学
脳神経外科｝のラぷle脳腫得の基礎研究のために留学する級会を頂

告ましたので、ご絡告させていただきます。
ラポは大学筑波のすぐ前のWisemanHallという建物内にあリまし

た．ラポの主な断突テーマは「脳股郷幹細胞JIC首唱するものでした．
纏損害の集団の中には「磁調軍総揃飽」が会在しとおリ、この細飽は放射

線高民法・化学煉j去に対して抵抗，11があり、再発の温床になると考えら
れています私の主な｛よ事l革、神縫鯵~滋｛グリオーマ｝の組織を使っ

て行う自量得間あるいはmi潟内の不均一性を解明するζとでした。
私l品、現在、ホウ素巾性子矯提療法（BNCT）という怒治療の臨床と基

礎研究に従事していますか、オハイオ州立大学はもともとBNCTの研
究が盛んなところでした.BNCTt.：関しても、病理学部門のRolfBanh 

教授と共同研究をさせていただく機会を得ることがで苦ました．
オハイ才州立大学は州都コロンパスにありますが、l語りは平和な

白舎の大学問でした．ラポまで徒歩30分弱の短緩を毎日歩いて通っ
ていました．全米愚穴規棋の広大なキャンパ.，（.（ζは、芝生と穫々 の

匡
一一

木qがあり、リスやウサギ、カルガモなどの動物たちと毎日遭遇する
ととが楽しみでした‘冬lま－20てぐらいまで気温が下がり検’孟が20
cm寝ありましたが、明月除雪されるので結局1年間ずっと徒歩で通う

こ止ができ去した.ii.＼宋の箆い出し等にはてar2go"c!:いうカーシェア
リングシステムを利用していました。2人乗り小型麟sma代を用いた低

価格で集り治て可能なシスデムでズ変重宝しました．
田舎で吟lζ滋ぴlζ行くところが無いせいか、示－b.lTーティーが

しばしば開催、Eれてい:leした．中野先生始め日本人研究者のふーム
I tーティーにはたびたび繍符していたた走、研究ぷ外の交流も深め

ることができ、今では良い思い出となっています．滋出をしたのは、
フィラデルフィアでアメリカの愈学念（AACR）に参加した時と、帰国直
前t.：ナイアガラの滝li:h?c勾Ii:’行った偽ぐらいでした．
振り返ればあっというfillのliFでした．今後ζの経験を研究に活かし

て1高進してまいリま1九ありがとうございました．

HOP IN ANO DRIVE 

E盟国軍国

中野先隻の家でのヲリスマスパーティー便利容カーシムアリングシス子ム℃ar2g＜＞・
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第51回学術講演会を下記の要領で関悩いたします．原子炉
実験所における共同利用・共向研究成果講演、定年退耳理教員
~念講演などを行います．
。開催日時：平成29年1月25臼（木）10:30～17:10 

1月27日（会）10:00～15:10 
（プログフふ織成の郡舎で関僻弔問Ii:着干の変更があるかもしれませ・A,.)

＠開催場所・；；m大学原子炉実験所事務練会議室（口頭発表｝
同 国膏総会繊窓（ポス,sz－聖書表｝

•" 鵠演申し込み等、群胞については、実線所ホームページをと覧ください。 司

(http：／，川ww.rri.kyoto，υa叫p/events/8870)

F 、ーγr • 
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・..;,y~z-·~’E’’；.司盟主官官；(i号電rim港ヨ~－

監語百世·主~主主f.：：司叫lJl!;t_,i;t：~事l, ftJ葺;tJ1c:,:.：.・・・・

平成29年度共同利用研究の公害事を行います．

＊共同F掬研究
＊専門研究会・ワークショップ

提出締切日・平成28年11月48（＇会｝必着

公募婆項・申清書は下gaURLがらダウンロードしてご利用ください．
(http://v川附•.rri.kyoto-u.ac.jp/JRS/k，。bo/kobo.htm)

よ~i;URLは、9月1 5自頃から利用可
へ・公募IC関する照会先

京都大学原子炉実厳所共宵利用i卦
電話＇072-451・2312 ファッヲス：072-451・2600
電子メールアドレス：kyodo2312＠帆kyotoυ.ac.j

日本の研究グループが命名績をJj得した113寄元来につい
て、発見グループを代表して以下の務締がお話しします．

・白鴎：平成28年10月22日比）13:30～16:00 
... ・1息所・書官取交流セン宇一｛煉瓦鎗）『コットンホールJ

・訪隔：rm畿新元素の先見』
t,,・ ・瀦師森本幸司（理化学研究所仁科加速器研究セント）
日 ・定員；180名｛先着F厩｝

・対象．中学生～一般
． ・参加資：無料
’ 申込方法：当日会湯Irお縫しください。

群細については、実験再荷ホームページをご覧ください。
・・, (http：／／叫.vw.rrl.削除u.ac.jp/publfc/asf/).. 

F. 
t 

広く科学に興味を符ってもらうため、気軽に科学とふれあえる
場として、E重荷の実験・体量生コーナーを企歯していますら
・開催日：平成28年10.月30包（臼）13坦O～16迎。
・場所京都大学原子炉実際所
・対象：小学生・中学生
・定員：so名
・参加資：無絢
申込方援等、t平沼については、実駿所ホームページをご覧くださいb

(hnp://1,1川 w.rrl.kyoto-u.ac.Jロ／public/asf/)

司、
ー由圃圃晶ー品

~ ~ - ~ 匹
久しぶりの私冬号の発行となりましたe前回の秋冬号It

2012年発行のVol.13でしたので、実に4茸；，；りの復活です。な
お、Vol.Iの発行が2006年4月でしたので、本誌は10篤年を迎え
たととにもなリますー今後も、年2自の発行ペースを維持しなが
ら、15周年、20周年を目指して、出版チームー伺、鋭怠努力古世
ていただきます．古て、今号の巻頭符集f臨界実験装蹟（KUCA)
が新規制2基準Ii:合繊』いかがでしたでしょうか？ 2014~3尽に
KUCAが遷稔を停止してから2年単ほど経ちました出えようやく
運転再開が間近Ii:迫っております．京都大学研究炉（KU問の方
も運転再開が見えつつある状況です．次号ではKURの運転再
開について袋露首特集で取リ上げる予定で1九ご期待ください．

捜持良~

’M.7~L"•~’b・姐司白書事すむ'ti司自I！.まヨ~－

、，
E必；i屯凱3提言：E主税局間岬111;:G~J~主記事；.τ蹴’i逼

平成28年8月18、熊取町教宵祭員会事務局集・涯学習推進謀
’生涯学笥グループI§当のジュニアチャレンジ諸経実駿教室
; I （熊取交流センター煉瓦鎗）に、原子炉実験所学術情報本都爽

竜童数~チームのうち13名のチーム員が舗飾として型車加しまし
た．熊取町迄住のso名の小学生が体験学留しました．今年の

.. ・,rr J テーマ1品、 「手国［必:U!Jと「来初電池でI\・yピ－／ ~ースディ!J
ー ． の2つです．小学生のみなさんは、楽しんで工作や実駿Ii:チャ

レンジしている織子でした．
参考：http://www.rri.kyoto,uac.jp/archives/8830

・．『「守・ ー？ 『 ‘『ー ・

L 
’反t".:SJ~'J.Win吻E省高量欄’M岨.. _ 

， 原子炉実儀所紹介ビデオができました. lli!磁所ホームペ－~
J ご覧ください．

(http'//WVI州 瓜榊 to-u.aqp/v刈凹｝
一 明 ー 吃F「 〔，

区F否王l
．句剣ヴイ＇／＇／，パス『息子よ甫湾筋輔s下宿すぐ
策提鵬繍段般覚。前畏崎MIO帽｝『式殿C.・~'I'・u行宮、
同 店さが出回Irr!'
ヨ閥均縄民俗”•VI・lll冊’耳鳴悔鈎延期］快llll"ll*'i!llJ符~

次号以降のle布を特筆される方，孟、総務富島
までE連鎗ください．

ご意 見ご感想をお待ちしています．
広報o1)「アトムサイエンスくまとり』に対するご意見ご感
想をお待ちしています。手低FAX、Eメールでお寄せ〈だ
さし、．また、＊~の原指微震や取初などにr回カいただ
ける方を求めていま曹、総務機までと逮絡〈だ古し、．

京都メピ~原子炉実験所総務鈴
〒5切-04例大阪府袋荷郡熊取町朗代酒2丁目
ta&!i:072,.45ト2300
77ッヲス：072"45ト2600
電子メーJレアドレス拙Jmu2@rrl.ky聞 かu.ac.Jp
ホームベージ：htto://www.rri.kyot。•u.a叫が

．本路の一部または主部壱鰍斬で11ゑ懐総伝捜することは
活後で定められた場合を鯵苦、著作輔の侵奮となリます，




